
江戸の時代の城下町を思い浮かべながら、 姫路の町をお散歩。
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所要時間 ： 約４５分 （休憩をいれて７５分）

④勤王の志士の碑

③勤王の志士終焉の地

⑤中ノ門跡

⑥高須家屋敷跡

河合伝十郎の墓

江戸時代の末、 日本の夜明けを夢見た勤王の志士達が姫路の地にもいました。
幕末の混乱の時代を生きた志士たちの足跡を巡り、 その想いを感じてみませんか。

江戸の時代の城下町を思い浮かべながら、 姫路の町をお散歩。

「勤王の志士」の足跡をたずねて

④船場本徳寺
伊勢屋本店

よーこそひめじ！ えーとこあるよ！
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④船場本徳寺御堂内

②森重
①三木氏本陣跡

札の辻

10分 2分 7分 6分

540 ｍ 140 ｍ 400 ｍ

15分 2分

15分330 ｍ 800 ｍ 130 ｍ

840 ｍ

すぐ
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ちょっと寄り道。

石垣や門跡が美しい

歴代城主の立て札が並ぶ
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魚 町 通

西 二 階 町

塩 町 通

昔は魚屋が並んでいた町

昔の大手前通り

二 階 町 通

元禄年間 （1688-1704） 創業の老舗和菓子店。

ここの名菓 「玉椿」 は、姫路藩酒井家の名家老・

河合道臣の要請を受け、 幕府御用達の菓子司 ・

金澤丹後の下で学び、 後の城主酒井忠学と徳

川家斉の娘喜代姫との婚儀に合わせて考案した

創作和菓子です。 その後、 姫路藩御用達菓子

となり、 現在でも姫路を代表する銘菓です。

Ａ 「銘菓玉椿」 の伊勢屋本店
1841 年 （天保１２年） 生まれ。 諸藩の尊攘派と

交わり 1864 年 （元治元年) 脱藩。 神戸海軍操

練所に入り坂本龍馬らと共に海軍を学ぶが、 元

冶元年の蛤御門の変後、 同年１２月に捕らえられ

（甲子の獄） 斬刑と なった。 現在その墓所は善

導寺に安置され、 その墓石には彼の辞世の句

が刻まれている。

住所　姫路市坂田町 5　善導寺内

Ｂ 河合伝十郎の墓

参考文献：姫路ぶらぶらガイドブック／姫路ええとこマップ（姫路円卓会議発行 2009.9）

かう！

姫路駅から 「中ノ門筋」 を北上すると

「西二階町商店街」 があります。 江戸

時代 「西国街道」 として使われ、 大

名や旗本、 幕府役人などが泊まる本

陣や脇本陣などが置かれていま した。

当時の 「二階町通り」 には、 旅籠や

料亭が軒を連ねていたそうです。

椀箱屋三木氏本陣跡

鰻と牡蠣の店。 姫路藩家老河合寸翁

が援助し、 １８４８年 （嘉永元年） に屋

号を森重としました。 幕末には勤王の

志士達が京への途中に立ち寄った記

録が残され、 お得意様名簿の中には、

土佐の坂本龍馬の名前もありました。

明治中頃明治天皇が姫路へ立ち寄ら

れた際、 臨時大膳職を仰せつかるな

ど歴史ある名店です。

森重

1

２

かつてここには藩の獄舎があり、1864 年 (元治

元年 )12 月 26 日に勤王派の志士８名が切腹、

打ち首などで処分されています。 現在は公園に

なっており公園の奥側 （北側） は飲み屋がたく

さん並ぶ繁華街、 魚町です。

勤王の志士終焉の地３

１４９２年、 本願寺第８世蓮如上人により、 播磨

国 「英賀の浦」 に道場を建立されたのが始まり。

１６１８年姫路城主 ・ 本多忠政の時代に真宗大谷

派 （東本願寺） 船場別院本徳寺としてこの地

に創設されました。 境内には、 １７間四面の本

堂や明治天皇がご宿泊された行在所と呼ばれ

る建物、 幕末に活躍した勤王の志士の碑など

がひっそりとたたずんでいます。

船場本徳寺４
わんばこや

あんざいしょ

かつては 『中ノ門』 と呼ばれる城門が

あり、 大手門から姫路駅までの中ノ門

筋が江戸時代の 『大手筋』 でした。

中ノ門跡の南側の大通り（国道２号線）

は当時は中濠で、 濠から内側は上級

武士の屋敷が立ち並んでいました。

中ノ門跡５

中ノ門から北側、 お城の内掘までは、 江戸時

代には姫路藩家老など上級武家の屋敷が立ち

並んでいました。 高須家は酒井家中で家老職

を務める家柄です。

江戸時代末期には佐幕派の家老として、 ３０００

石の知行があり、 当主は代々 「隼人」 を名乗

りました。 屋敷地は東西約１３５ｍ、 南北約７５ｍ

の広さがありました。

1862 年 （文久２年） ３月、 薩摩藩主島津

久光の上洛途中、 姫路や室津に集まった

諸藩の尊王攘夷派の志士たちを目の当た

りにした姫路藩にもようやく攘夷か開国か

の議論が巻き起こり、 河合惣兵衛らの攘

夷派と主席家老 ・ 高須隼人らの佐幕派に

分かれました。

同年５月に上洛した惣兵衛は、 長州藩の

桂小五郎や久坂玄瑞らの勤王の志士たち

と盛んに交流し、 やがて三条実美ら攘夷

派の公家とも接触するようになります。 そ

んな中、 姫路藩主 ・ 酒井忠績が老中首

座となったことから、 姫路藩では、 惣兵

衛ら勤王派藩士らの動きがうとましくなっ

てきました。

このような状況で、 惣兵衛の子 ・ 河合十

郎宗貞らが脱藩。 しかし、すぐに捕えられ、

これを契機に攘夷派への取り締りが強化

され、 惣兵衛も姫路藩によって捕えられま

す。 惣兵衛はその罪を一身に背負い、 １２

月に惣兵衛以下６名が切腹。 ２名が打ち

首。 ６名が永久投獄。 のべ７６人が処罰を

受けました。

これにより姫路藩の攘夷派は一掃されまし

た。 この事件は 「甲子の獄」 と呼ばれて

います。

筆頭家老高須家屋敷跡６

「勤王の志士」の足跡をたずねて
江戸時代の末、 日本の夜明けを夢見た勤王の志士達が姫路の地にもいました。
幕末の混乱の時代を生きた志士たちの足跡を巡り、 その想いを感じてみませんか。

江戸の時代の城下町を思い浮かべながら、 姫路の町をお散歩。
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